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The Hojo : a Square Living Room of Kohtaro Takamura as
Sculptor, Poet and Calligrapher in Hanamaki city, Iwate Prefecture
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作品－1 套屋のガラス戸越しに臨む出入口と土間
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作品－2 屋内東端に位置する土間から西面を見る
作品－3 山荘の主出入口から見渡した囲炉裏付近
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版画－1 父・高村光雲像と光太郎（制作：水野）
－171－
本稿では石川啄木と啄木の
後輩である宮澤賢治のふるさ
と岩手へ第二次世界大戦中に
身を寄せた高村光太郎（たか
むら・こうたろう，1883～
1956）ゆかりの小建築物を披
瀝する。高村は彫刻家として
高名なだけでなく，詩人とし
ても広く知られる。しかし戦
後は岩手県稗貫（ひえぬき）
郡太田村山口，現花巻市太田
3－91に所在する「高村山
荘」で生活を続けた。その
日々は造形活動としては書家
のようであり，生活者として
は農民の姿であった。
宮澤賢治（1896～1933）が
東京市駒込林町の高村邸アト
リエを訪ねたのは唯の1回
で，あいにく光太郎が多忙な
ため玄関先での立ち話に終わった。むしろ光太郎にとっ
て文学青年の記憶は，賢治よりも石川啄木（1886～
1912）の方がより鮮明な印象であったと語っている。
だが別の縁があるもので彼らの糸は途切れなかった。
昭和20年4月13日に戦災で東京の自邸を失った光太郎
は，賢治没後であったが花巻の宮澤家に身を寄せる。と
ころが今度は疎開先である宮澤家本邸が昭和20年8月10
日に空襲で焼失してしまう。終戦のわずか5日前のこと
であった。
戦後，光太郎は作品－1から同－4に掲げる小屋に一
人住まいの庵を結ぶ。この小建築物は元来，宮手沢鉱山
という銅採掘鉱山の飯場として新築された。それが営林
署からの借地に建設されたのだが地代未納のため営林署
の所有物になっていたという。終戦直後の資材不足の
中，村の人々の働きかけで払下げを受け，光太郎のため
昭和20年9月末に現在地で再建築される。光太郎がこの
小屋に居住したのは正確には，同年11月17日から昭和27
年10月9日までの6年と11箇月であった。しかし彼が花
巻の市街地から太田へ入り，山口分教場の宿直室に泊ま
りながら小屋の整備に着手したのは同20年10月17日から
である。このため，その1か月を加えて一般的には満7
年間の山居生活と言われる。
作品－2の上方に見られる小屋裏は，光太郎が自ら梁
の形の面白さを愛でて天井を張らなかったもの。この一
室型住居は「かもの・ちょうめい」として有名な鴨長明
（かもの・ながあきら，1155～1216）の著作『方丈記』
に詳述されている最小限住宅を彷彿とさせる。但し長明
の方丈はポータブル建築であるため壁面は板壁だが，高
村山荘は左官塗り仕上の土壁である。
この建築物を守るため光太郎の没後に木造で套屋（と
うおく）が昭和32年11月30日に新築された。この覆いが
雪や風から小屋を守ってきた。さすが平泉の中尊寺金色
堂の鞘堂（さやどう）文化を誇る岩手である。作品－4
は第2つまり更に外側の套屋外観である。この一見木造
の鉄骨造建築は昭和52年5月15日の落成である。
さて宮澤賢治の文学的スタートは，詩作でも童話でも
なかった。旧制中学のちょうど10年先輩にあたる石川啄
木の『一握の砂』に触発された短歌愛好者としての作歌
活動からである。だから賢治作品は啄木からの出発で
あったともいえる。一連の文学者群像を痛感する。
光太郎が揮毫した賢治の詩碑は，有名な雨ニモマケズ
の詩歌である。この文学碑は賢治が花巻農学校を依願退
職したのちに住まいとし羅須地人協会を始めた場所に建
立されている。その作品中の住まいは「野原ノ松ノ林ノ
蔭ノ小サナ萱ブキノ小屋」として広く人々の口にのぼ
る。しかし光太郎の山荘は，カヤブキではなく杉皮葺
（すぎかわぶ）きであった。どちらも自然界に存在する
手近な材料には違いない。そしてこれらは更に啄木の
「その昔／小学校の柾屋根に我が投げし鞠／いかにかな
りけむ」へとさかのぼる。柾葺（まさぶ）きとは，筋目
のよい針葉樹の薄い板材を羽重ねして仕上げられた屋根
である。その素性のよい板材屋根の風景は，茅葺きや杉
皮の素材と並んで「故郷いわて」の原風景となって現代
のわたくしたちへと繋がってくるのである。
作品－4 高村山荘の套屋（とうおく・鞘堂）外観
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